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電気通信普及財団　福祉、文化事業援助
●受付締切／5月31日(�金)
●助成の目的／広く電気通信を普及、発展させることにより、高度情報社会の
健全な進展を図り、わが国社会経済の発展に寄与することを目的として
1　電気通信に関する法律、経済、社会、文化的研究調査
2　電気通信技術に関する研究調査
3　電気通信を利用した福祉、文化事業
4　電気通信に関する学術交流及び国際協力に対して助成援助
を行っています。今回はこの4部門のうち、3、4に対する援助を受け付けます。
●助成の対象となる活動／
（3）電気通信に関するシンポジウム、セミナー開催及び電気通信の普及、振興
に著しく貢献する事業。
（4）電気通信を利用したボランティア活動。
※（1）（2）（5）（6）に関しては援助先が大学など専門機関や研究者となるた
め略しました。詳細を知りたい方はホームページをご覧になるか、直接問い合
わせてください。
●申込方法／（財）電気通信普及財団のホームページからダウンロードする
か、問い合わせて申請書を入手してください。
●申込先／105-0003　東京都港区西新橋1-6-11　西新橋光和ビル5階
（財）電気通信普及財団
Tel. 03-3580-3411(代)　Fax.03-3580-3488(代)
ホームページ　http://www.taf.or.jp/

助成財団センターは、助成、表彰、奨学などを行う財団法人・その他の法人な
どの情報を収集し、活動内容を広く社会に発信していくことを主な目的として
います。その情報は冊子で刊行されているほか、ホームページやファクシミリ
サービスでも閲覧できます。
財団法人　助成財団センター
Tel.03-3350-1857　Fax.03-3350-1858
ホームページ　http://www.jfc.or.jp/
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国際交流基金アジアセンター
平成14年度次世代リーダーフェローシップ
―大学院生、ＮＧＯ・ＮＰＯ・地方自治体国際交流協会若手スタッフに
よるアジアでの調査研究をサポート―
●受付期間／4月15日（月）～5月10日（金）消印有効
●応募資格／応募時に以下のすべてに該当する方。
（1）日本国内の大学院に在籍し、アジアを主要な研究対象としている人文・
社会科学系の大学院生。もしくは、国際交流・国際協力の分野でアジア地域
との共同作業を進める日本国内の非営利団体（ＮＧＯ／ＮＰＯ）
（2）年令が40歳以下の方。　
（3）対象国での調査・研究を行う上で必要な語学力を有する方。
（4）日本国籍を有する方。もしくは、日本国に永住を許可されている方。
●対象国／アジア諸国（東アジア、東南アジア、南アジア）台湾及び朝鮮民主
主義人民共和国は対象になりません。
●募集人数／7～8名　
●期間／3か月～1年（但し、出発は平成14年9月～平成15年3月末）
●待遇／往復渡航費、月額基本奨学金他諸手当
●調査・研究内容／人文・社会科学分野における関心事項をテーマとする調
査・研究。将来的にもアジア地域との共同研究や共同作業が企画・実施され
る可能性が高いテーマでの調査・研究を優先します。非営利団体スタッフによ
る大学での研究や、大学院生のＮＰＯ調査も対象となります。
●応募方法／募集要項・応募書類をご希望の方は、切手90円を貼付した返
信用封筒（長形3号）に住所・氏名を明記して、下記事務局まで。
●問い合わせ先／（財）国際文化交流推進協会（エース・ジャパン）次世代
フェロー係　107-0052　東京都港区赤坂1-11-28　赤坂1丁目森ビル
4階　Tel.03-5562-4422　Fax.03-5562-4423
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富士フイルム・グリーンファンド助成金
●受付締切／5月20日（月）（消印有効）

●助成の目的／「活動助成」は身近な自然の保全や、自然とのふれあいを積
極的に行っている人々に対し助成を行います。
「研究助成」身近な自然環境の保全・活用の促進に関する具体的な研究や、
ふれあいの場としての緑地の質的向上を目指した実証研究等を行っている
人々に対して助成を行います。
なお、身近な自然の対象範囲は地域の里地や緑地、及び学校の樹林等を最
小限のスケールとし、園芸の範疇に入るものは対象外とします。また自然との
ふれいあいとは、自然と接し楽しむだけでなく、上記のフィールドにおいて自
然環境保全、自然環境教育、自然環境保護思想の普及に資する啓発につな
がるものとします。
●助成の対象となる活動／上記の目的に合致した「活動」あるいは「研究」で、
次の条件を満たすもの。
（1）営利を目的としない活動や研究。
（2）活動及び研究が行われるフィールドが日本国内であること。
（3）活動助成の場合は、活動フィールドができる限り申請者（申請団体）によっ
て既に確保されている等、活動フィールドの基盤がしっかりしているもの。
研究助成の場合には、フィールドでの研究に対し、地主の許可もしくは協力関
係が保たれているもの。
（4）個人もしくは団体申請において、活動及び研究の実績があるもの。（ある
程度実績があり、本申請により発展的な活動や研究を行うための申請であれ
ば対象となる）
（5）個人による申請の場合、助成金の使途が個人の趣旨に沿って的確・厳正
であり、助成金の使途において本人あるいは親族等、特別な関係のある者に
利益を与えないもの。
（6）団体による申請の場合、代表者または管理者の定めのある団体で、役員
その他の機関の構成、選任方法、その他事業の運営に重要な事項が特定の
者、あるいは特別の関係者等の意志に従わずに、決定・運営されている団体。
また、特定の者等に特別の利益を与えていない団体。
●助成対象事業の期間／助成金贈呈日より1年間としますが、助成金を2年
間にわたって利用することも認めます。
●助成の額／「活動助成」「研究助成」を合わせて助成金額は650万円。助
成件数は3件程度。
●応募方法／ハガキまたはFaxに住所・氏名・電話番号・活動助成あるいは
研究助成の別を明記し、下記まで応募要項を請求してください。
●問い合わせ先／公益信託富士フイルム・グリーンファンド事務局
110-8676　東京都台東区下谷3-10-10　財団法人自然環境研究セン
ター内　Tel.03-5824-0960　Fax.03-5824-0970　

セブン-イレブンみどりの基金　環境リーダー海外研修
●受付締切／4月30日（火） 必着
●助成の目的／セブン－イレブンみどりの基金では、人材育成サポート事業
の一環として環境ボランティア活動を率先できるひと、様 な々困難の中で現在
リーダーシップを発揮し、ボランティア団体を運営している人を公募、海外研修
を行ないます。あたらしい可能性と日本のボランティア活動の未来のため、ぜ
ひ『環境ボランティアリーダー海外研修』にご参加下さい。ふるってのご応募お
待ちしております。
なお、環境リーダー海外研修に参加された方 は々、帰国されたのち報告書を提
出していただきます。また、平成14年11月3日（土）～4日（日）、日本で開催
する環境リーダー交流会議（仮称）にもご出席いただきます。　　
●応募条件／現在、環境ボランティア活動における実践活動を行なっている方
●参加費／セブン-イレブンみどりの基金において全額負担いたします。旅券
印紙代、団体行動以外の飲食代、電話代、洗濯代、超過手荷物料金、成田空
港までの交通費などは、参加者の負担とさせていただきます。
●募集人数／5人
●参加プログラム／ニュージーランドにおいて環境ボランティア活動をされて
いる方 と々の交流や世界遺産に登録されている国立公園において体験プロ
グラムを予定しております。
●期間／平成14年8月18日（日）～8月27日（火）
●応募方法／テーマ作文（400字詰原稿用紙10枚以内／4000字以内）
とエントリーシートを提出してください。作文のテーマは『環境ボランティアのリー
ダーとして…』。環境ボランティア活動を行なう中で直面している問題点／リー
ダーとしての対処・解決法／問題解決に立ちはだかる大きな壁とは？
●問い合わせ先／セブン-イレブンみどりの基金委員会　環境リーダー海外
研修事務局（担当：羽田）
105-0013　東京都港区浜松町1-27-9　新浜松町ビル6階　セブン環
境ＮＰＯセンター内　Tel.03-5777-8750
E-mail　ahata＠7midori.org
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た、団体負担金の2分の1以内で20万円を上限とします。
●応募方法／団体の事務所の所在する市町村の文化担当課へ申請くださ
い。（申請様式は市町村の文化担当課や各県民局の生活環境課でお受け取
りできます。）
●問い合わせ先／三重県生活部文化振興担当　Tel.O59-224-2646　
Fax.O59-224-2408






